
平成17年度　試験研究（事前）評価整理表
整理表１ 試験研究機関名 農業試験場

所管グループ 研究開発グループ

施策目標 研究課題分類 始期 終期

1
農業生産力の
発揮と特色あ
る農業の推進

本県に適した
高品質で優良
な品種の開発
と家畜の改良

水稲新品種育成

以下の３つを育種目標として、新品種を育成す
る。
　１　良質・良食味品種の育成（粳品種、糯品
種）
　２　直播適性の高い品種の育成（新規）
　３　酒造好適米品種の育成

現行の水稲新品種育成の育種目標に、新たに
直播適性の高い品種を加えて継続する。

18 22 A

本県産米の販売力強化と生産性の向
上を図る上で、ニーズが高く、波及効
果も大きいと考えられるため、優先的
に実施すべきである。

2
農業生産力の
発揮と特色あ
る農業の推進

本県に適した
高品質で優良
な品種の開発
と家畜の改良

野菜新品種育成
（イチゴ・アスパラガス）

うつくしま農業・農村振興プラン２１において、
主に中通り・浜通り地方の基幹・戦略作目とし
て位置づけられているイチゴおよび会津地方
の基幹・戦略作目として位置づけられているア
スパラガスを対象とし、生産性、食味、耐病
性、機能性に優れた新品種を育成する。

現行の野菜新品種育成の育種目標に、新たに
耐病性等を加え、継続して実施する。

18 22 A

本県野菜のブランド化および生産性向
上を図る上で、ニーズが高く、波及効
果も大きいと考えられるため、優先的
に実施すべきである。

3
農業生産力の
発揮と特色あ
る農業の推進

本県に適した
高品質で優良
な品種の開発
と家畜の改良

花き新品種育成
（リンドウ・カラー）

本県の独自性を発揮すべき転作導入品目とし
て、うつくしま農業・農村振興プラン２１におい
て、基幹・戦略作目として位置づけられている
リンドウおよびカラーを対象とし、リンドウでは
極早生および花色等に優れた品種、カラーで
は花色等に優れた品種および軟腐病耐病性
品種を育成する。

現行の花き新品種育成に、リンドウは極早生
等の新たな育種目標を設定して実施する。ま
た、新たな対象品目としてカラーの新品種育成
に取り組む。

18 22 A
本県花き振興を図る上で、ニーズが高
く、波及効果も大きいと考えられるた
め、優先的に実施すべきである。

4
農業生産力の
発揮と特色あ
る農業の推進

本県に適した
高品質で優良
な品種の開発
と家畜の改良

在来遺伝資源活用による地域
特産農産物の開発

在来種のアサツキ等を対象として、在来種の
特徴を有し、均一性に優れ、生産性が高い品
種を育成する。

在来種の特徴を有し、均一性に優れ、生産性
が高い系統を分離し、品種を育成する。

18 22 C

中山間地振興の視点で、関連課題と
一体的に実施する必要があり、ニーズ
に対応するためには、研究計画を見直
して実施すべきである。

5
農業生産力の
発揮と特色あ
る農業の推進

本県に適した
高品質で優良
な品種の開発
と家畜の改良

畑作物の品種選抜

本県の小麦収穫は梅雨時期と重なるため、収
穫期の降雨を回避できる極早生品種が必要で
あるが、麦類の育成地は本県が必要とする極
早生品種の必要性が低いため、本県で選抜を
行う。

極早生小麦を早期に育成するのため、育成地
より初期世代の個体群や系統の配布を受け、
県内で熟期や穂発芽耐性について現地選抜を
行う。

18 22 C

極早生小麦の導入は、麦作振興のた
め早急に取り組むべき課題であるが、
具体的な研究の実施体制について育
成地との協議が必要なため、研究計画
を見直して実施すべきである。

6
農業生産力の
発揮と特色あ
る農業の推進

本県に適した
高品質で優良
な品種の開発
と家畜の改良

奨励品種決定調査
本県に適した主要農産物の優良新品種を選定
する。特に実需者、消費者の多様なニーズに
対応可能なものを選抜する。

各育成地より配布される系統の特性を調査し、
本県における栽培特性を調査するとともに、外
観品質、食味、用途別加工適正を検討する。
優良系統については、実用規模の生産を行
い、安定供給性や市場評価を行う。

18 22 Ｂ
本県農産物の安定供給と販路の拡大
のため重要な課題であり、研究計画通
りに実施すべきである。

評価
結果

予算要求：関連する課題との連携を強化て実施す
るため、当初計画と同額予算を要求する。
手法等：整理番号53「伝統作物の特性解析と出荷
時期拡大を目指した栽培技術確立」と連携し、対
象とする作物、強調、固定すべき特性等について
共通化し、育種部門として系統分離等の育種的手
法により形質の均質化に取り組む。

予算要求：関係機関との連携を図り実施するた
め、当初計画と同額算を要求する。
手法：育成地との協力分担の範囲を協議・決定す
るとともに、要領の策定や研究協定の締結につい
て検討した。

予算要求：当初計画通り予算を要求する。
手法：品質や用途別加工適性、普及性を中心に他
県との連携を図りながら実施する。

評価結果の反映状況（予算要求・手法・その他）

予算要求：当初計画どおり予算を要求する。
手法等：具体的なニーズとして、水田農業改革アク
ションプログラムで推進している水稲直播栽培に
対応した、直播適性の高い新品種の育成および酒
造業界から求められている高度精白特性があり良
質な日本酒ができる酒造好適米品種の育成を新
たな育種目標として、育種を進める。

予算要求：当初計画どおり予算を要求する。
手法等：従来の育種目標に加えて、イチゴでは耐
病性を向上させた栽培管理の容易な新品種の育
成に、アスパラガスでは、若茎の着色、機能性成
分を多く含む等の独自性の高い新品種、耐病性を
向上させた栽培管理の容易な新品種の育成に取
り組む。

予算要求：当初計画どおり予算を要求する。
手法：計画どおり実施し、早期に実用化を図る。

消費者の嗜好や興味はサイクルが短くなってき
ているのでしょうか。消費者の要望に適切に、ま
たすばやく対応するよう期待します。

整理
番号

施策目標等
試験・研究課題名 外部評価アドバイザーのコメントコメント

農業立国福島のために、農業の明日のために
明るい展望にもとづき、進めていただきたい。

本県のブランドとしての新品種とのことですが、
全国的には次々に比類のない品種のいちごが
生まれています。期待します。

出荷時期が重ならない品種のりんどう、重ねて
茎の丈夫なカラーの育成を大いに期待します。

試験研究期
間研究目的 研究概要

小麦優良品種を初期世代から選抜対象とし、梅
雨に伴う収穫期の各種障害への対応を図ること
は、本県小麦作振興への効果が期待される。

食育基本法が制定され、地産地消の考えと共に
今後の食品に関しての大きな関心事だと思われ
ます。商品価値を高めるよう開発されたい。
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7
農業生産力の
発揮と特色あ
る農業の推進

バイオテクノロ
ジー等を活用し
た高度な技術
開発

作物におけるＤＮＡマーカー活
用技術の開発

品種識別を可能とするＤＮＡマーカーおよび有
用形質を支配する遺伝子座と連鎖するＤＮＡ
マーカーを探索し、効率的な品種識別技術お
よび早期選抜技術を開発する。

ＤＮＡ解析装置等を活用して、目的とするＤＮＡ
マーカーを探索し、品種識別技術および有用
形質選抜技術を開発する。

18 22 Ｂ

県オリジナル品種の保護や新品種開
発の効率化を図る上で重要な課題で
あるため、研究計画通りに実施すべき
である。

8
農業生産力の
発揮と特色あ
る農業の推進

バイオテクノロ
ジー等を活用し
た高度な技術
開発

野菜・花き新品種育成効率化
のための支援技術の開発

野菜・花きの生理・生態的な有用形質に関与
するタンパク質等の代謝変動をバイオテクノロ
ジーを利用した先端技術（プロテオミクス技術
等）を利用して解析し、新品種育成を支援する
技術を開発する。

生理・生態的形質の異なる個体について、形
質発現に関与するタンパク質の発現レベルを
比較・解析する等の手法により、その形質の発
現要因を解明し、新品種育成を支援する技術
を開発する。

18 22 Ｂ
県オリジナル品種育成を支援するため
に重要な課題であるため、研究計画通
りに実施すべきである。

9
農業生産力の
発揮と特色あ
る農業の推進

優良種苗・系統
生産技術の開
発

有用遺伝資源の増殖技術の開
発

育種および種苗生産を安定的・効率的に実施
するため、育種母本および優良系統の増殖技
術や有用遺伝資源の長期保存技術を開発す
る。

育種対象作物について育種母本や優良個体
の増殖技術および長期保存技術を開発する。
培養増殖技術を活用し栄養系品種育成への
活用を図る。

18 22 Ｂ

有用遺伝子の増殖技術や保存技術の
開発は、県オリジナル品種育成のため
に重要な課題であるため、研究計画通
りに実施すべきである。

10

消費者の視点
を重視した県産
農産物の安定
供給

安全な農林水
産物生産技術
の開発

作物と土壌・水系における農薬
の挙動と残留農薬の軽減技術
の開発

農作物中の残留農薬の軽減技術を開発すると
ともに、農薬の水環境への影響を調査する。

作物中および栽培前後の土壌における残留農
薬 を解析し、作物の農薬吸収抑制技術等につ
いて検討する。水環境への農薬の流出実態を
モニタリングする。

18 22 C

県が進めている施策の方向性と合致
し、重要な取り組みと考えられるため、
研究計画を見直して実施すべきであ
る。

11

消費者の視点
を重視した県産
農産物の安定
供給

安全な農林水
産物生産技術
の開発

難防除病害虫防除技術の確立

難防除病害虫や新規発生病害虫の発生は地
域の気象や土壌条件等に大きく影響されるた
め、発生状況を把握し、農業生産現場に適応
した病害虫防除技術を確立する。

１　難防除病害虫や新規発生病害虫の発生生
態　を明らかにする。２　難防除病害虫や新規
発生病害虫の防除法を　開発する。

18 22 Ｂ

病害虫防除の問題は常に現場からの
ニーズがあり、重要な取り組みと考えら
れるため、研究計画通りに実施すべき
である。

12

消費者の視点
を重視した県産
農産物の安定
供給

安全な農林水
産物生産技術
の開発

天敵生物等を利用した減農薬
病害虫防除技術の開発

昆虫や微生物等の生物的機能を利用した病害
虫防除技術を確立する。

１　土着天敵の持続可能な利用技術を確立す
る。
２　天敵・微生物農薬等を主体とした病害虫防
除技術を開発する。

18 21 Ｂ

化学合成農薬を削減した病害虫防除
技術を確立するために必要な課題であ
り、重要な取り組みと考えられるため、
研究計画通りに実施すべきである。

予算要求：当初計画どおり予算を要求する。
手法：計画どおり実施し、早期に実用化を図る。

予算要求：当初計画どおり予算を要求する。
手法：計画どおり実施し、早期に実用化を図る。

予算要求：当初計画どおり予算を要求する。
手法：計画どおり実施し、早期に実用化を図る。

予算要求：技術開発のための分析精度を向上させ
るため、当初計画と同額予算を要求する。
手法：農薬散布の直接的影響が懸念される水田
水中と排水路に限定して農薬分析を実施するとと
もに、残留農薬吸収抑制技術を開発する。

予算要求：当初計画どおり予算を要求する。
手法：計画どおり実施し、主要農産品の病害虫発
生状況の早期把握に努め、早期に防除体系を確
立する。

予算要求：当初計画どおり予算を要求する。
手法：計画どおり実施し、早期に実用化を図る。

確実でかつ効率的な遺伝資源の長期保存と、育
種システム及び増殖システムへの組み込みは
必要な計画と考えられる。

農薬の環境中での挙動解明は環境負荷軽減の
根幹であり、吸収抑制資材施用効果や防除の
適正化等と合わせることにより、軽減効果が期
待される。

リンドウやトマトなど本県の主要農産品の産地維
持と高品質化に必須であり、技術開発と知見の
集約による体系確立が重要と考えられる。

化学合成農薬に依存しない地域資源を活用した
地域環境保全に適合する方向の重要な課題で
あり、実用化を期待したい。

DNAマーカーは育成品種の権利保護や品種育
成の効率化に寄与するので、取り組み必要があ
る。

育成系統に特徴的な形質の発現条件を明らか
にし、オリジナルな品種の育成に必要な計画と
考えられる。
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13
農業生産力の
発揮と特色あ
る農業の推進

付加価値の高
い農林水産物
生産・加工技術
の開発

農産物の加工・利用技術研究

農家所得の向上にむけて農業者が行う農産加
工の高度化を図るため、本県農産物を活用し
た付加価値の高い良質な農産加工品の開発
を行う。

県産主要品目での加工品試作、郷土食の商品
化技術、県産小麦、大豆加工品の品質改良技
術、在来作物活用による地域特産加工品の開
発、県産農産物の機能性成分を生かした加
工・利用技術開発を行う。

18 22 Ｂ
重要な課題であり、農業者のニーズに
応えるためにも実施すべきである。

14
農業生産力の
発揮と特色あ
る農業の推進

付加価値の高
い農林水産物
生産・加工技術
の開発

会津ブランドを目指した水稲生
産技術の確立

省力・低コストで気象変動に左右されない安定
した栽培技術を確立する。また。エコファーマー
を支援する技術メニューを開発する。

・安定的な直播栽培技術の確立
・高温気象下における高品質生産技術の開発
・持続性の高い水稲生産技術の確立

18 22 Ｂ

会津地域の米の品質向上と合図米の
ブランド形成のために重要な取り組み
と考えられるため、研究計画通りに実
施すべきである。

15

消費者の視点
を重視した県産
農産物の安定
供給

環境保全型農
林水産業を確
立するための
技術開発

露地夏秋野菜における灌水同
時施肥栽培法の確立

露地夏秋キュウリ栽培の灌水と施肥をシステ
ム制御することによって、適正な施肥量による
持続性の高い生産技術を確立する。

露地栽培における夏秋キュウリの灌水同時施
肥システムの開発及び栽培実証を行う。

18 20 Ｂ
環境負荷低減を図るためにも重要な取
り組みと考えられるため、研究計画通
りに実施すべきである。

16

消費者の視点
を重視した県産
農産物の安定
供給

環境保全型農
林水産業を確
立するための
技術開発

PCR法を用いた病害等の診断
技術の開発

ウイルス病等の診断が難しい、病害に対して
PCR診断を用い、迅速な診断および対策を可
能にする。

病原菌等に特異的なプライマーを設計し、PCR
診断を行う。特に症状では判断しにくいウイル
ス病については、Multiplex PCR診断を行うた
めの条件設定をする。

18 20 Ｂ
迅速な病害診断に対するニーズは高
く、重要な取り組みと考えられるため、
研究計画通りに実施すべきである。

17

消費者の視点
を重視した県産
農産物の安定
供給

環境保全型農
林水産業を確
立するための
技術開発

総合的病害虫管理（IPM）によ
る農作物安定生産技術の開発

農薬依存型の病害虫防除技術に代わり、耕種
的防除、物理的防除、生物的防除を組み合わ
せ、化学合成農薬の使用量の削減を図り、安
全で安心な農作物を供給できる仕組みを構築
する。

農家自らが防除要否の判断を行なえるよう、病
害虫の発生生態の解明、農薬・各種耕種的防
除技術の個々の評価を行なう。さらに必要最
小限の農薬散布で最大の効果が得られるよう
に、これら防除技術の統合を図る。

18 22 A

国はＩＰＭ実践指針をとりまとめている
ところであり、その中で地域の実情に
応じて各都道府県で策定する必要があ
るとしている。本県農業振興上、積極
的に実践すべき課題である。

18

消費者の視点
を重視した県産
農産物の安定
供給

環境保全型農
林水産業を確
立するための
技術開発

畑地からの栄養塩類の溶脱抑
制技術

硝酸態窒素等の溶脱モデルを作成し、溶脱抑
制技術を開発する。

自然勾配ライシメータを活用し、露地や施設野
菜栽培での施肥効率の高い緩効性肥料（有機
質肥料を含む）や有機物等の施用による畑地
からの栄養塩類の溶脱効果を検討する。

18 22 Ｂ

硝酸態窒素等栄養塩類の溶脱や野菜
体内での集積は、今後ますます問題化
される可能性が高いことから研究の必
要があり、実施すべきである。

予算要求：当初計画どおり予算を要求する。
手法：計画どおり実施し、病害診断の迅速化を図
る。

予算要求：当初計画どおり予算を要求するが、早
期の成果創出、技術移転に向け積極的に取り組
む。
手法：計画どおり実施し、早期にIPM防除体系を確
立して生産現場に移転する。

予算要求：当初計画どおり要求する。
手法：短期的には、可食部の硝酸濃度、長期的に
は、露地では硝酸の溶脱、施設では塩類の集積
が問題になると考えられるので、改善対策が提示
できるよう計画的に実施する。

予算要求：当初計画どおり予算を要求する。
手法：外部評価アドバイザーのコメントを踏まえて
計画どおり実施し、早期に実用化を図る。

予算要求：当初計画どおり要求する。
手法：計画どおり実施し、会津ブランドの確立と水
田農業アクションプログラムの推進を図る。

予算要求：当初計画通り要求する。
手法：計画通り実施し、露地キュウリ栽培の環境
負荷軽減技術を早期に確立し、技術移転を図る。

IPMによる予察から防除までの一貫した意思決
定支援は防除体系の確立と普及に不可欠であ
り、これからの農業技術の重要課題と考えられ
る。

畑地からの養分溶脱制御と農作物の品質向上
は緊急性の高い課題であり、短期的長期的な計
画により確実に実施することが必要と考えられ
る。

地域ブランドを確立する上で必要な対応を計画
しており、より一層のブランド化に貢献すると期
待される。

施設栽培技術を活用した露地栽培におけるキュ
ウリの環境負荷軽減策として、安定的で高品質
なキュウリ生産に必要な技術開発と考えられる。

健苗育成及び圃場検診を確実にする病原の検
出法の開発であり、病原判定と迅速対応に必要
な技術開発と判断される。

農業者のニーズに応え、農産品の開発品を、生
産者が取り入れるにあたっては多大な資本投資
の必要の少ないものを第一に考えられたい。
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19
持続性の高い
生産方式の導
入

環境保全型農
林水産業を確
立するための
技術開発

持続的農業生産のための土壌
管理技術の構築

土壌の生産力を向上させ、環境にやさしい持
続的な農業を推進するために、有機物及び化
学肥料の施用技術を構築する。

基盤整備後の水田や畑地における各種有機
物施用による作物（生育、収量、品質）や土壌
（地力、養分、重金属等）への影響に伴う適正
な有機物や肥料の施用法を構築する。

18 22 C

有機物連用試験ではこれまでの取り組
みもあり本課題では新たな有機物や基
盤整備後の有機物連用効果について
検討する必要もある。

20
持続性の高い
生産方式の導
入

環境保全型農
林水産業を確
立するための
技術開発

県内に流通する多様な有機物
の特性評価

多様な有機性資源のデータベースの作成し、
有機性資源の有効利用促進に役立てる。

１多様な有機性資源の成分特性把握
２重金属の土壌残留評価
３多様な有機性資源の養分溶出特性の把握
４多様な有機性資源の簡易的品質評価法の
確立

18 22 Ｂ
本県の農業施策の主要な課題である
ため、関係機関と連携・協力して実施
すべきである。

21
持続性の高い
生産方式の導
入

環境保全型農
林水産業を確
立するための
技術開発

環境保全型土壌管理調査

平成１５年策定の「重金属の蓄積を防止するた
めの有機物等の施用基準」の効果的な運用を
図るため耕地土壌の亜鉛の天然賦存量を明ら
かにする。重金属類吸収抑制技術の開発を行
う。

１ 県内農耕地土壌の亜鉛天然賦存量実態調
査 ２ 作物への重金属類吸収抑制技術の開発

18 22 Ｂ

重金属マップの活用により、重金属を
含む有機物等の施用に対し、対策を講
ずるための情報源となるため、実施す
べきである。

22

消費者の視点
を重視した県産
農産物の安定
供給

環境保全型農
林水産業を確
立するための
技術開発

園芸作物の栄養診断技術を活
用した高品質栽培技術と効率
的施肥管理技術の開発

生産性を維持しながら環境にやさしい簡易な
施肥管理指針を策定する。  生産現場に発生
した要素障害の原因を究明し、生産の安定化
に寄与する。

簡易な方法により作物の栄養状態を診断し、
適切な施肥ができる技術を確立する。　また現
地で発生した要素障害の解析を行い、指導に
活用する。

18 22 C

施肥管理指針を策定する品目の絞り
込みとともに、簡易な診断法を具体化
できるように研究計画を見直して実施
すべきである。

23
地球温暖化対
策の多様な取
り組み

循環型社会を
形成するため
の木質資源等
の利用技術開
発

自然循環機能の促進のための
自然エネルギーの利用システ
ム開発

油糧作物の効率的な生産を通じて、バイオ
ディーゼル燃料の生産利用体系の確立を図
る。

油糧作物から得られるバイオディーゼル燃料
等を活用し低エネルギー投入型の油糧作物栽
培技術を確立し、個々の技術を組み立てた生
産モデルを評価、検討する。

18 22 C

バイオマス利活用の推進に向けて地
域で取り組める技術の開発と実証を行
うことは重要であり、研究計画を見直し
て実施すべきである。

24
森林・農地など
の公益的機能
の維持・向上

生態系を維持・
保全するため
の技術開発

水田地帯における水環境及び
自然生態系保全技術の確立

排水路内に流入する汚染源を土地利用別に把
握し、汚染物質の軽減を目指すとともに生き物
にやさしい、生態系に配慮した水田、用排水路
の整備技術を開発する。

地域内の水田や用排水路における排出負荷
量、水質および水棲動植物の実態調査を行
い、負荷物質の軽減策、更に生き物の生息に
適した生態系配慮工法を開発する。

18 22 Ｂ

農用排水路からの負荷物質の直接的
な軽減さらには生き物に配慮した排水
路構造を整備するため、現在求められ
ている水環境の改善に大きく貢献でき
るので実施すべきである。

予算要求：計画どおり要求する。
手法：水生動物を指標の一つとして排水路等の評
価を行い、整備工法の改善に反映させる。

予算要求：当初計画どおり要求する。
手法：県内に流通する有機物の特性評価を行い、
有機物の循環利用促進と重金属等の環境基準を
考慮した適正施用に資する。

予算要求：当初計画通り要求する。
手法：農耕地における有機物の適正施用に必要な
亜鉛の自然賦存量を明らかにするため、県内を地
域区分して計画的に実施する。

予算要求：高感度機器を用い分析精度の向上を
図るため、当初計画と同額予算を要求する。
手法：対象作物を本県主力品目のキュウリに絞
り、簡易診断技術を開発する。また、簡易な診断
法を具体化するため、新たな診断機器の検討も行
う。

４２「景観維持・農地保全型輪作モデルの開発」と
統合し、自然循環機能・景観形成や農地の高度利
用の視点についても検討する。

予算要求：畜産研究所と連携して実施するととも
に、分析精度の向上を図るため、当初計画と同額
予算を要求する。
手法：供試有機物を家畜ふん堆肥や食品残渣堆
肥に絞り込み、連用に伴う地力の向上を考慮した
有機物及び化学肥料の施用指針を策定する。

資源循環型農業の定着に必要な課題であり、必
要とされる地力維持水準の解明など、持続的農
業の技術的な目標の明確化が期待される。

農地への有機物施用基準の基盤となるデータ
ベースとなるとともに、現場での適正施用や環境
基準への対応に必要な課題と考えられる。

亜鉛に関する耕地土壌のデータ収集、有機物施
用時の亜鉛モニタリング、吸収抑制技術の開発
は、耕地の持続性と安全な農産物生産に必要と
考えられる。

広域レベルでの環境負荷の実態を生物も含め
た評価軸で評価し、負荷軽減技術と一体化させ
ることは、農村整備法として必要な計画と考えら
れる。

油量作物特にナタネは、バイオマスエネルギー
の可能性とともに、景観形成作物、土地利用高
度化作物（裏作として）等の特徴を持つ。そうした
複眼的視点からの研究計画の見直しが望まれ
る。

評価は妥当である。
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25
農業生産力の
発揮と特色ある
農業の推進

農産物の積極
的な生産拡大・
安定生産のた
めの技術開発

県オリジナル品種の高品質・安
定生産技術の確立

本県で育成した県オリジナル品種の栽培特性
を検討し、高品質・安定生産技術を開発する。

本県で育成した野菜・花き類の県オリジナル品
種について、栽培特性と作型開発、高品質・高
収益安定生産技術を検討する。

18 22 A
本県育成オリジナル品種の栽培導入
に対するニーズは非常に高く、積極的
に取り組むべきである。

26
農業生産力の
発揮と特色ある
農業の推進

農産物の積極
的な生産拡大・
安定生産のた
めの技術開発

県産米の高品質・良食味米生
産のための栽培管理技術の確
立

１　食味向上のための少肥栽培は高温年に品
質が低下しやすいため、品質を維持、向上させ
る管理技術を確立する。
２　中山間地で小ロット生産されている品種の
ブレンド技術の確立。

非構造性炭水化物に注目して品種、管理技
術、気象条件が外観品質、食味関連成分に及
ぼす影響を解明し、品質および食味成分の制
御技術を検討する。　アミロース含量が段階的
に異なる品種のブレンドを検討する。

18 22 Ｂ
主要な農産物である米の有利販売、販
売拡大するために重要な課題であり、
取り組む必要がある。

27
農業生産力の
発揮と特色ある
農業の推進

農産物の積極
的な生産拡大・
安定生産のた
めの技術開発

施設果菜類の高品質・安定生
産技術の確立

夏秋期偏重の収穫期分散のため、冬春作型に
おけるトマト・キュウリの高品質･安定生産技術
を確立する。　夏秋トマトについては、土壌水
分、日射量、温度等の制御により、高品質安定
生産技術を開発する。

冬春トマト・冬春キュウリは、灌水同時施肥技
術を発展させ、高品質化と生産性を両立した、
省力的な生産方式を検討する。　夏秋トマト栽
培において、土壌水分コントロール、ハウス内
環境制御法を確立し、高品質トマト生産を実現
する。

18 22 Ｂ
果菜類の施設化は、施策上も重要であ
り研究を実施すべきである。

28
農業生産力の
発揮と特色ある
農業の推進

農産物の積極
的な生産拡大・
安定生産のた
めの技術開発

無加温ハウスの冬期間高度利
用技術の確立

夏秋作の裏作としての新規産地創出につなが
る品目を開発する。  作付け野菜の無加温条
件下での品質向上技術を開発し、日持ち性や
食味等の市場性を高める。

市場性のある品目（レタス類、ツケナ類）の最
適作型を検討する。 品質向上に対して有効な
技術を検討する。果菜類との作型組合せによ
る施肥体系を検討する。

18 22 A
本県の園芸振興に速やかに反映され
る課題であるため積極的に取り組むべ
きである。

29
農業生産力の
発揮と特色ある
農業の推進

農産物の積極
的な生産拡大・
安定生産のた
めの技術開発

野菜の収穫予測技術および調
節技術の開発

ほ場レベルでの収穫開始時期および出荷量を
予測し、産地での生産量予測に適用できる技
術を開発する。また、ほ場レベルでの実用的な
収穫量調節方法を開発する。

キュウリについて、ほ場レベルでの収穫量予測
モデルを構築するとともに収穫量調節技術を
開発し、現地への適応性を検討する。

18 20 C

生産者、市場双方にメリットがあり、本
県農産物生産技術の評価を高める研
究であるが研究手法を検討して実施す
べきである。

30
農業生産力の
発揮と特色ある
農業の推進

農産物の積極
的な生産拡大・
安定生産のた
めの技術開発

野菜・花き類の養液栽培にお
ける品質向上技術の確立

新たな技術開発により、農産物の食味や安全
性など、より特徴的な品質向上を図り、消費者
のニーズに応えるとともに養液栽培の経営に
寄与する。

当研究では、培養液の供給方法及び処方の改
善により、トマト・イチゴの食味向上技術、葉菜
類の硝酸含量低下技術、切り花の品質および
日持ち性向上技術等を確立する。

18 22 A

園芸品目の品質向上は、生産者、消
費者双方のニーズであり、園芸振興上
も重要な課題であり積極的に実施すべ
きである。

予算要求：当初計画通り要求する。
手法：計画通り実施し、施設の有効活用と付加価
値の高い作型を早期に確立し、技術移転を図る。

課題27「施設果菜類の高品質・安定生産技術の確
立」に統合し、効率的な研究を行う。

予算要求：当初計画通り要求する。
手法：計画通り実施し、トマト・葉物・バラ等の新し
い栽培技術を早期に確立し、技術移転を図る。

予算要求：当初計画通り要求する。
手法：計画通り実施し、アスパラガス・イチゴ・リン
ドウの高品質・安定生産技術確立のため、積極的
に取り組み早期の成果創出、技術移転を図る。

予算要求：計画どおり予算要求をし、他県と連携
の上実施する。
手法：計画どおり実施する。

「29　野菜の収穫予測技術および調整技術の開
発」と統合して実施するため、予算はその分を上
乗せして要求する。
これにより、結果の早期創出、技術Ｉ移転に向け積
極的に取り組む。

現状では遊休化している施設を活用した付加価
値の高い作型開発として重要であり、効果的で
実用性の高い体系開発が期待される。

年ごとに異なる稲の育成管理は、その技術が欠
かせないものと思われます。農業の未来のた
め、安定収量・収益のため確立に期待します。

地域環境資源を活用した低コスト化や安定生産
のため、既存技術を拡大して作期の拡張や品質
向上を図ることは必要と考えられる。

新しい技術の農業の開発は農業者の明るい灯
になると思われます。

需要期における安定出荷とこれに先立つ出荷情
報の提供は、出荷技術として重要であり、技術
的要素を明確にした調製技術の作出が期待さ
れる。

高品質の品種で、他県の産品にけしてひけをと
らないものをぜひ確立して下さい。
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31
農業生産力の
発揮と特色ある
農業の推進

農産物の積極
的な生産拡大・
安定生産のた
めの技術開発

主要花きの有利販売のための
高品質生産技術の確立

主要な切り花および鉢花の高品質安定生産技
術を確立するとともに、夏期高温期の高品質
切り花の長期間出荷のための栽培技術を確立
する。

１　トルコギキョウ等施設切り花の夏秋期出荷
における高品質生産技術を開発する。
２　キク等露地切り花の夏秋期出荷における品
質安定生産技術を開発する。
３　シクラメン等鉢花栽培における高品質生産
技術を開発する。

18 22 Ｂ
主要花き類の品質向上は今後の生産
振興上重要な加太であるため、実施す
べきである。

32
農業生産力の
発揮と特色ある
農業の推進

農産物の積極
的な生産拡大・
安定生産のた
めの技術開発

会津地域の特産的園芸作物の
高品質・安定生産技術の確立

１　県オリジナル品種の安定生産技術の確立。
２　カスミソウの品種の促成栽培による安定生
産技術の確立、紫アスパラガスの安定生産技
術の確立、伝統野菜の特性調査、種子の保存
等を行う。
３　アスパラガスの安定栽培技術の確立。

１　県オリジナル品種の栽培法の開発をする。
２　宿根カスミソウの作型開発、紫アスパラガ
スの生産安定技術の開発、会津伝統野菜の特
性調査並びに種子保存等を行う。
３　アスパラガスの安定生産のための栽培技
術を開発する。

18 22 Ｂ
会津地域の園芸振興を図る上で必要
な課題である。

33
農業生産力の
発揮と特色ある
農業の推進

農産物の積極
的な生産拡大・
安定生産のた
めの技術開発

花きの需要を創出する新品目
の技術開発

低温性花き類および新規露地花き類の本県に
おける栽培適性を検討し、安定生産技術を確
立する。

１  低温性花き類の、本県における栽培の適性
を検討し、冬春期における栽培技術の確立を
図る。
２　本県における露地栽培に適した新規花き品
目の栽培技術の確立を図る。

18 22 Ｂ
新規花き品目の開発は、今後の生産
振興上重要な課題であるため、実施す
べきである。

34
農業生産力の
発揮と特色ある
農業の推進

農産物の積極
的な生産拡大・
安定生産のた
めの技術開発

農産物の品質評価技術の確立
消費者の求める農産物の品質（外観や内容成
分等）を明らかにするとともに、その評価手法
を確立する。

1  消費者の求める農産物の品質を評価し、
データの蓄積および評価手法の検討を行う。
2  生産・流通現場で使用可能な簡易品質評価
手法を検討する。

18 22 Ｂ
県産農産物の生産振興のために重要
な課題であるので、関係機関と連携・
協力して実施すべきである。

35
農業生産力の
発揮と特色ある
農業の推進

農産物の積極
的な生産拡大・
安定生産のた
めの技術開発

農産物の品質保持技術の確立
本県主要野菜、花き、果樹類の品質(外観や内
容成分等)保持条件を明らかにするとともに、
品質保持資材等の検討を行う。

１　野菜、果樹類の品質保持条件を明らかに
し、それに応じた品質保持技術を検討する。
２　切り花のバケット輸送のための、採花、品
質保持条件等を検討する。

18 22 C

品質の善し悪しが消費者が農産物を
選択する最重要項目の一つであり、本
県産地ブランドを高めるためにも研究
計画を見直して実施すべきである。

36
農業生産力の
発揮と特色ある
農業の推進

農産物の積極
的な生産拡大・
安定生産のた
めの技術開発

会津地域の特産畑作物の栽培
技術の確立

会津地域の特産畑作物(ソバ、小麦、オタネニ
ンジン)の消費者ニーズに合致した高品質、安
定生産技術を確立する。

本県オリジナル品種等の導入を軸に高位安定
生産技術の確立を図るとともに、消費者ニーズ
に合致した高品質農産物生産のために生育指
標を作成する。

18 22 Ｂ
生産者、実需者および行政各方面から
の要望も高く、県の施策とも合致するこ
とから、実施すべきである。

予算要求：当初計画どおり予算を要求する。
手法：計画どおり実施し、早期に実用化を図る。生
産から流通加工・消費までを視野に置きながら、
目標をより明確に設定し、地域振興に寄与するか
たちで効率的に実施する。

予算要求：当初計画どおり予算要求する。
手法：外部評価アドバイザーのコメントも踏まえ、
主要園芸品目の栽培技術の確立を図るとともに、
伝統野菜の栽培特性を明らかにする。

予算要求：当初計画どおり予算要求し、新たな品
目の技術開発に積極的に取り組み、早期に技術
を確立し、技術移転を図る。
手法：外部評価アドバイザーのコメントも踏まえ、
計画どおり実施する。

予算要求：当初計画どおり予算要求し、早期に成
果を創出し、技術移転を図る。
手法・計画どおり実施する。

予算：研究対象の絞り込みを行うが、研究の重点
化、迅速化を図るため、当初計画と同額を要求す
る。
手法：青果物（イチゴ）の外観及び内容成分の保
持を含めた品質持技術を開発する。花きについて
は、シュッコンカスミソウのバケット輸送における品
質保持の検討は１年とし、その後は主要花きにお
ける日持を低下させる原因を解明する。

予算要求：当初計画どおり要求し、シクラメン・トル
コギキョウ等の高品質栽培技術を早期に確立し、
技術移転を図る。
手法：外部評価アドバイザーのコメントも踏まえ、
計画どおり実施する。

会津地域の主要特産農産物を軸とした研究であ
り、作柄の安定と高品質化による流通加工への
結びつきを強固にした戦略として期待される。

品質についての市場ニーズの動向を、必ず各年
度モニターしつつ、栽培管理技術の研究開発を
していくことが望まれる。

伝統野菜をも含め、研究対象としている点は注
目される。優良農家の現場で工夫されている栽
培技術についても調査し、科学的検討を加え
て、一般化することが望まれる。

中山間地、平場等の地域性に配慮して、研究を
進めていただきたい。

評価は妥当である。

評価は妥当である。
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37
農業生産力の
発揮と特色ある
農業の推進

農産物の積極
的な生産拡大・
安定生産のた
めの技術開発

果樹の会津ブランド確立のた
めの高品質生産技術の確立

・核果類の寒凍害を防止する技術を開発する。
・霜害を回避するため、早熟で、着色優良なカ
キ新品種を育成する。
・ベリー類の栽培技術を確立する。

・台木利用等による核果類の寒凍害防止検
討。
・交雑育種によるカキ優良系統の育成。
・品種構成、施設栽培等によるベリー類の収穫
期幅の拡大

18 22 C
調査等を本部と連携して効率的に行う
ことが望ましい。

38
農業生産力の
発揮と特色ある
農業の推進

農産物の積極
的な生産拡大・
安定生産のた
めの技術開発

浜通りにおける基幹作物の高
品質、安定生産技術の確立

浜通りの気象条件下で、水稲、大豆、麦類新
品種（有望系統）の特性を生かした、高品質、
安定多収な栽培法を確立するともに、普及、定
着化を図る。

水稲、大豆、麦類等の新品種（有望系統）の品
種特性を十分に発揮させるための栽培法を開
発するとともに、浜通りでの高品質、安定生産
技術を確立する。

18 22 C
施策目標現実のため、研究ターゲット
を絞り、効率的に研究を実施すべきで
ある。

39
農業生産力の
発揮と特色ある
農業の推進

農産物の積極
的な生産拡大・
安定生産のた
めの技術開発

浜通りにおける高品質銘柄米
生産技術の確立

浜通り地方産米の品質低下要因を気象、地
域、栽培方法等から解明し、一等米比率と市
場評価の向上を目指す。

１　稲生育量と気象条件から心白・乳白粒発生
を助長する要因を解明し、軽減策を検討する。
２　出穂前の稲体質改善と生育量の適正化に
よる、粒厚向上効果を検討する。
３　斑点米カメムシの種類別防除法を検討す
る。

18 22 Ｂ
浜通り産米改善のため実施すべきであ
る。

40
農業生産力の
発揮と特色ある
農業の推進

農産物の積極
的な生産拡大・
安定生産のた
めの技術開発

浜通りにおける野菜・花き類の
安定生産技術の確立

浜通りの気象特性を生かしたアスパラガス、イ
チゴなどの県オリジナル品種、及び土地利用
型園芸作物の安定生産技術、栽培体系の確
立

１　浜通りにおける県オリジナル品種（施設、及
び露地園芸品目）の安定生産技術の確立
２　浜通りにおける土地利用型園芸作物の安
定生産技術の確立

18 22 A
浜通り地域の園芸振興のため、積極的
に実施すべきである。

41
農業生産力の
発揮と特色ある
農業の推進

農林水産物の
高品質化と一
層の省力・低コ
スト生産のため
の技術開発

大規模土地利用型経営体支援
技術の開発実証

経営規模20～30haを想定した水稲、土地利用
型野菜、畑作物の生産技術を開発する。

大区画ほ場での水稲超省力技術の開発およ
び土地利用型野菜と麦・大豆の輪作体系の品
目と作型を開発する。

18 22 Ｂ
品目横断的施策への対応と本県の土
地利用型作物生産の維持発展にとっ
て不可欠な課題である。

42
森林・農地など
の公益的機能
の維持・向上

農林水産物の
高品質化と一
層の省力・低コ
スト生産のため
の技術開発

景観維持・農地保全型輪作モ
デルの構築

本県に適した野菜や畑作物等を用いて、省力
化を前提に地域にあった輪作体系のモデル群
を構築する。

地力維持、景観形成等を目的とした、輪作モデ
ル及び、50a以上の規模を想定した省力的な野
菜・畑作物を組み合わせた輪作モデルを構築
する。

18 22 C
有休農地の解消、地域農業の振興に
つながるが、耕畜連携の内容について
見直し実施すべきである。

予算要求：当初計画どおり予算要求する。
手法：露地・施設両面の展開を考えていたが、当
面は露地で試験を実施する。施設を使った試験
は、有機栽培試験が終了する平成21年以降の対
応を考えている。

予算は、４３の課題「水田の多面的利用を目指し
た輪作体系の確立」と統合して実施するため、そ
の分を上乗せして要求する。これにより、結果の早
期創出、技術移転に向け積極的に取り組む。

予算要求は、２３の課題「自然循環機能の促進の
ための自然エネルギーの利用システム開発」と統
合して実施するため、その分を上乗せして要求す
る。これにより、結果の早期創出、技術Ｉ移転に向
け積極的に取り組む。

予算要求：研究の差別化、集中化を図り、成果の
早期創出を目指すため、当初計画と同額予算を要
求する。。
手法：果樹研究所との連携を図り、課題を重点化
して効率的に実施する。

予算要求：課題の絞り込みにより研究の集中化、
迅速化を図り、対象となる研究課題を強化するた
め、当初計画と同額予算を要求する。
手法：外部評価結果を重視し、課題を絞り込んで
実施する。

予算要求：当初計画どおり要求する。
手法：外部評価結果を重視し、課題の絞り込みを
行うとともに、年次計画を立てて実施する。また、
園芸用畑ほ場の造成により水田ほ場が不足する
ため、現地ほ場等の利用も視野に入れて対応した
い。

大区画ほ場への土地利用型野菜の導入・定着
は大きな課題であり、重要かつ喫緊な研究であ
ると考えられる。

重要な課題であるが、実際には土地利用調整、
集落営農等のソフト面の開発との連携が必要で
あろう。経営部門との研究連携、ケーススタディ
的な研究手法等、も検討いただき、研究計画を
見直して、是非実施に移していただきたい。

福島県の特徴的な地形に合わせた、生産技術
の確立は必要であると思われます。

福島県の特徴的な地形に合わせた、生産技術
の確立は必要であると思われます。

生産技術の確立には、長期間が必要とされるこ
とが多い。安定した収量と収益のために、技術
の確立は急務と考える。

福島県の特徴的な地形に合わせた、生産技術
の確立は必要であると思われます。
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43
農業生産力の
発揮と特色ある
農業の推進

農林水産物の
高品質化と一
層の省力・低コ
スト生産のため
の技術開発

水田の多面的利用を目指した
輪作体系の確立

水田作大豆の団地を維持するためには、連作
障害の防止、転換畑で問題となる排水対策等
により、高品質な作物を栽培できるような輪作
体系を構築する必要がある。

水田作大豆の本県に適応した輪作体系と連作
障害を検討する。また、転換畑における排水対
策・肥培管理を中心とした品質・成分の向上に
よる加工適性の向上を検討する。

18 22 C
施策目標の解決のためには必要な課
題であるが、研究計画を見直し実施す
べきである。

44
農業生産力の
発揮と特色ある
農業の推進

農林水産物の
高品質化と一
層の省力・低コ
スト生産のため
の技術開発

浜通りにおける先進技術による
大規模稲作技術の確立

早期播種・早期入水乾田直播栽培における良
食味品種等の高品質安定栽培および田畑輪
換での除草法を確立する。

良食味品種や有望新品種の乾田直播栽培に
おける早期播種・早期入水の生育相・品質を
解明し栽培技術を検討する。
除草剤を効果的に使用するための除草方法に
ついて検討する。

18 22 Ｂ
品目横断的施策への対応と本県の土
地利用型作物生産の維持発展にとっ
て不可欠な課題である。

45
農業生産力の
発揮と特色ある
農業の推進

農林水産物の
高品質化と一
層の省力・低コ
スト生産のため
の技術開発

ふくしま型ネットハウス利用に
よる高品質・低コスト生産技術
の確立

ふくしま型ネットハウスについて、各種野菜や
花きへの適応性を検討し、各々にあった栽培
方法を確立することで適応品目の拡大をはか
る。

ナス、キクでの問題点を解決し、栽培技術を確
立する。また、新規品目であるピーマン等の適
応性を検討するとともに、ネットハウス内の環
境条件を解明し、各々の作物に適した栽培
法、資材、施設構造等を決定する。

18 22 A
生産者、消費者双方にメリットがあり、
本県農業の振興に寄与する者である
ため積極的に実施すべきである。

46
農業生産力の
発揮と特色ある
農業の推進

農林水産物の
高品質化と一
層の省力・低コ
スト生産のため
の技術開発

コンニャクの省力・低コスト生産
技術の確立

コンニャク生産において、規模拡大のための大
型機械化体系を確立し、省力・低コスト技術を
確立する。

乗用の植付機やトラクタに装着する収穫機を
用いて、大型機械一貫作業体系の作業効率を
検証する。また、その体系に適した畦幅等の栽
培方法を確立する。

18 22 C

地域特産品としてのこんにゃくの産地
再生のため必要な加太であるが、内容
が多すぎるため、計画を整理、見直し
して実施すべきである。

47
農業生産力の
発揮と特色ある
農業の推進

作業の軽労化・
快適化のため
の技術開発

土地利用型農業における作業
の安全性・快適化技術の開発

農作業の効率かつ省力的な作業技術、農作業
の安全性の向上、快適化を図る。

１．水田畦畔管理作業の軽労化技術を開発す
る。
２．湛水作業条件下の管理作業を改善する。
３．水田の機械作業に適したほ場整備技術を
確立する。

18 22 Ｂ
県の園芸作物の振興上必要と考えら
れるので研究計画通りに実施すべきで
ある。

48
農業生産力の
発揮と特色ある
農業の推進

作業の軽労化・
快適化のため
の技術開発

園芸作物の栽培管理の省力
化、軽労化、自動化技術の開
発

園芸作物の生産の上で必要な労働負荷の軽
減・省力化や精密化自動化を図る。　作物の収
穫残さ、剪定枝等を安全かつ快適に処理する
技術を開発する。

１．作業改善による園芸作物の栽培管理の軽
労　　化技術の開発
２．管理作業の精密化自動化技術の開発
３．残さ等の後処理技術の開発

18 22 Ｂ
土地利用型農業を振興するためには
重要な課題であり、実施すべきである。

予算要求：当初計画どおり要求する。
手法：外部評価アドバイザーのコメントも踏まえ、
現地事例の解析などを解析し、計画通り実施す
る。

予算要求：当初計画どおり要求する。
手法：課題の絞り込みを行うとともに、年次計画を
立てて実施する。また、外部評価結果を重視し、現
地の大型ほ場等の利用も視野に入れて対応した
い。

予算要求：当初計画どおり要求する。
手法：外部評価アドバイザーのコメントをふまえ、
ふくしま型ネットハウス利用による栽培技術の開発
に積極的に取り組み、早期に技術を確立し、技術
移転を図る。

予算要求：研究期間を短縮するが、研究の集中
化、迅速化を図るため、単年度予算は当初計画と
同額を要求する。
手法：実施課題を大型機械化体系に絞って実施す
るとともに、研究期間を３年間に短縮する。また、
加工については13「農産物の加工・利用技術研
究」の中で対応する。

予算要求：当初計画どおり要求する。
手法：他の課題と連携を図りながら実施する。

４１の課題「大規模土地利用型経営体支援技術の
開発実証」と統合し、研究の効率化を図る。

生産の側面の研究はこれで必要だと考えるが、
一方で川下である消費の側面も踏まえた加工面
での新技術研究にも配慮いただきたい。

課題の限定も明確にされており、実施すべきで
あると考える。他の研究との連携に留意いただ
きたい。

重要な研究と考える。優良農家の現場で工夫さ
れている栽培技術についても調査し、科学的検
討を加えて、地域独自の技術発展の手懸かりと
することも検討いただきたい。

重要かつ貴重な研究だと考える。県内のエコ
ファーマー等優良農家の現場で工夫されている
栽培技術についても調査し、科学的検討を加え
て、地域独自の技術発展の手懸かりとすること
も検討いただきたい。

重要な研究課題であり、４１番（大規模土地利用
型経営体支援技術の開発実証）等との区別と関
連を明確にしながら、統合等も考慮して計画を
見直し、実施していただきたい。

大区画ほ場は、乾田直播等大規模稲作技術の
展開とともに、他作目の作付をも可能とする汎用
性の向上も期待される。その意味から４１番、４
３番とも関連した側面にも留意して研究を進める
ことを望みたい。
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49
農業生産力の
発揮と特色ある
農業の推進

作業の軽労化・
快適化のため
の技術開発

農作業の労働負荷、快適性の
評価手法の開発

農作業に関連する肉体的、心理的負荷の評価
手法を確立する。

１．農作業の動作解析や筋電位の変化から肉
体的負荷の評価法を確立する。
２．農作業の心理的負担を解析評価する手法
を確立する。

18 22 C

心理的負担の評価手法開発について
は到達目標の達成に困難が予想され
るため、この部分の計画を見直して実
施すべきである。

50
地域産業の振
興

中山間地域の
産業振興を支
援するための
総合的な技術
開発

中山間地域における資源の利
活用とアグリビジネスの展開方
向

農業者の所得向上につながる農産物直売所
や加工所のために土地、労働力、伝統文化等
の地域資源の利用方法の検討、起業条件、経
営の発展要因、地域内連携の仕組みを解明す
る。

アグリビジネスの事例を収集し類型化するとと
もに経済性分析や経営主体や関係機関・団体
への聴取調査や経営環境の観察調査を行い、
地域資源の利用方法、起業条件、発展要因、
地域内連携、役割分担等から収益を上げ、継
続的に成長する地域的な仕組み（ビジネス・モ
デル）を検討する。

18 22 Ｂ
プラン２１との関連性も高く研究ニーズ
もあり実施すべきである。

51

交流・連携を通
じた中山間地
域に対する理
解の促進

中山間地域の
産業振興を支
援するための
総合的な技術
開発

安らぎのある農村空間の評価
と設計手法の開発

農村空間が持つ快適性や人間に対する安らぎ
等の効果を評価する手法の開発及び中山間
地域資源（景観）を活用した設計手法の開発を
行うことを目的とする。

独法研究機関（農業工学研究所等）の研究成
果を利用し研究連携を図りながら、地域住民
及び都市住民の景観に対する評価、施設等の
デザインに対する評価や景観維持や施設管理
に対する意識調査を行い、安らぎのある農村
空間の評価と設計手法の開発を行う。

18 22 C

県民の農村景観保全への意識の高ま
りもあり、中山間地域振興のためにも
実施すべきであるが、安らぎの空間を
享受する側と供給する側の評価法の
確立等の研究方法の見直しが必要で
ある。

52
地域産業の振
興

中山間地域の
産業振興を支
援するための
総合的な技術
開発

中山間地域の立地条件および
圃場条件に対応した機械化省
力技術の開発

中山間地域に対応した機械化省力化が可能と
なる作業技術を開発する。また、特産物などの
作物を対象とした農業機械等を開発し、特産
物の振興を支援する。

１．傾斜ほ場に対応した機械化省力技術の開
発
２．メーカーが対応しない地域特産物等のマイ
ナー作物用の農業機械の開発

18 19 Ｂ
中山間知能業、地域特産品の振興・維
持のために重要な課題であり、実施す
べきである。

53
地域産業の振
興

中山間地域の
産業振興を支
援するための
総合的な技術
開発

伝統作物の特性解析と出荷時
期拡大を目指した栽培技術確
立

本県特有の伝統作物の生育特性、食品として
の内容成分（機能性成分等）を明らかにし、こ
れら伝統作物を安定的に供給するため種子保
存法、栽培方法を確立する。

１　伝統作物の生育特性を把握し栽培方法を
確立し、長期安定供給に向けた作型開発を行
う。
２　伝統作物の内容成分特性を把握する。
３　伝統作物の種子を収集し保存する。

18 20 A
本県の農業振興を進める上で必要な
課題であり、関係機関との連携をとっ
て積極的に実施すべきである。

54
地域産業の振
興

中山間地域の
産業振興を支
援するための
総合的な技術
開発

中山間地域の気象条件を活か
した特産作物の栽培技術の確
立

中山間地域における野菜、花き、果樹の新品
目を選定し栽培特性を明らかにするとともに良
品多収技術を確立する。
また既存品目の作型、品種、栽培法を検討し、
安定生産技術を開発する。

中山間地域に適した野菜、花き、果樹の良品
多収技術を検討する。

18 22 C
中山間地域の農業生産振興を図る上
で重要な課題であり、研究計画を見直
して実施すべきである

予算要求：当初計画どおり要求する。
手法：試験ほ場の制約から品目を絞って実施す
る。なお、販売方法を念頭に入れた生産規模を想
定して試験を実施する。

予算要求：当初計画通り要求する。
手法：計画通り実施し、特性の解明と栽培技術を
早期に確立し、技術移転を図る。

予算要求：研究の効率化を図るとともに、早期の
成果創出に向けて取り組むため、当初計画と同額
予算を要求する。
手法：品目・研究内容を絞り、外部評価アドバイ
ザーのコメントも踏まえ先進農家との連携して、気
象条件・立地条件を活かした栽培技術の開発及び
高齢者等に適した省力栽培技術の開発に取り組
む。

予算要求：研究手法を見直し、身体的快適性に加
え、心的快適性についての検討も行うため、当初
計画と同額予算を要求する。
手法：外部評価アドバイザーのコメントも踏まえ、
快適性の数値化の方法について検討する。

予算要求等：当初計画通り要求する。
手法等：計画通り実施する。

予算要求：研究の効率化を図るとともに、早期の
成果創出に向けて取り組むため、当初計画と同額
予算を要求する。
手法：外部評価アドバイザーのコメントも踏まえ、
現状の確認を行いながら研究を進めるよう計画を
変更する。

マーケティング等、経営部門との連携、とりわけ
５０番の研究も意識した研究を望む。

着目点が斬新であり、重要かつ喫緊の課題であ
ると考える。

意欲的な新研究であり、期待したい。ただし心理
的問題を考慮する場合、販売や消費者交流の
成否が相当な比重を占めていると推測される
が、こうした側面も含めた数値化手法の研究を
望む。

重要かつ喫緊の課題であると考える。むしろ研
究予算・人員とも強化の必要性はないのであろ
うか。

重要な研究であるが、研究の初期段階で、県内
全域におけるこれまでの環境や景観への取り組
み（ホタルの復活、景観条例、都市農村交流
等）、およびそうした資源の確認を行うこと、つま
り現状確認の作業を重視していただきたい。

野菜、花卉、果樹と他品目にわたっており、焦点
がぼける可能性があるが、サヤインゲン、ワラビ
等の山菜、ツルウメモドキ、ブルーベリーを重点
とするとすれば、先進農家との技術協力等も考
慮できないであろうか。
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55
地域産業の振
興

中山間地域の
産業振興を支
援するための
総合的な技術
開発

中山間地域の花き産地の拡大

中山間地域の水田転換畑を活用したリンドウ
および宿根カスミソウの高品質安定栽培技術
を開発し、南会津等の既存産地の活性化およ
び阿武隈高原等での新規産地の育成のため
の支援技術を確立する。

１　リンドウ越冬芽形成のメカニズム解明及び
遮熱、防虫ネット等資材を用いた品質向上、日
長制御等による開花調節技術等を検討する。
２　宿根カスミソウの蕾採花等の省力化技術等
を検討する。

18 22 A
中山間地域の農業活性化のため、リン
ドウ等の生産拡大の期待は大きく、実
施すべきである。

56
農業生産力の
発揮と特色ある
農業の推進

地域資源の高
度活用技術の
開発

絹糸昆虫利用による生活資材
の開発

絹糸昆虫が産生する硬タンパク質の様態操作
法や色素、抗酸化物質等の抽出・精製技術を
開発し、それらの機能性を解明し、その機能性
を利用した生活資材を開発する。さらに、これ
らの絹糸昆虫の効率的安定生産を行うため
に、発生生態の解明と飼育技術の体系化を図
る。

各種絹糸昆虫が産生する硬タンパク質等の機
能を解明し、その機能を利用した化粧品、医薬
品、サプリメント等の生活資材の開発。野蚕７
種以上の発生生態の解明と飼育技術の体系
化。

18 22 Ｂ

企業、地域社会からの技術指導、研究
要望のニーズが高く、養蚕業振興上も
重要な課題であるため、研究計画通り
実施すべきである。

57
農業生産力の
発揮と特色ある
農業の推進

地域資源の高
度活用技術の
開発

新機能カイコ・まゆ・シルク生産
技術の創出

高品質、高物性、抗酸化能および新形質を示
す絹糸を産生し、かつ強免疫性であるカイコを
ハイブリッドにより育成し、その育産技術体系と
カイコの機能利用法を確立するともに特異的
機能を発現させるべく生糸の繰製技術および
加工・製品化技術を体系的に開発する。

目的の機能カイコをハイブリッドにより育成し、
その育産技術体系とカイコの免疫機能を利用
する新技術の開発。特異的機能を発現するま
ゆの生産および生糸の製造・加工・製品化技
術の体系化。

18 22 Ｂ
新たな産業創出と養蚕振興になり、業
界への貢献度も大きい。

58
農業生産力の
発揮と特色ある
農業の推進

地域の農林水
産業を支援す
る高度解析・予
測技術の開発

主要農作物生育解析調査
主要農作物（水稲、畑作物）の生育状況の把
握や技術対策の資料を収集、発信する。

毎年、同一耕種条件により栽培し、定期的な調
査を行い主要農作物の生育状況の基礎資料
を得る。 また、異常気象が予想される場合は、
災害の予測、被害の解析、対応技術の評価を
行う。

18 22 C
情報提供の内容、調査項目などを整理
して実施すべきである。

59
農業生産力の
発揮と特色ある
農業の推進

地域の農林水
産業を支援す
る高度解析・予
測技術の開発

主要農作物の生育予測技術の
開発

メッシュ気候図と水稲生育予測モデルを結合
し、県内をメッシュ単位で水稲の生育状況を推
定するシステムを開発する。

水稲主要品種の生育予測モデルを策定し県内
の地域性を検証し予測精度の向上を図る。
県内の気温をメッシュ気候図により推定し生育
予測モデルと結合して県内の水稲生育をメッ
シュ単位で推定するシステムを開発する。

18 22 C
研究の実施内容、生産者との連携に
ついて見直しが必要である。

60
農業生産力の
発揮と特色ある
農業の推進

地域の農林水
産業を支援す
る高度解析・予
測技術の開発

花き類の生育・開花予測技術
の開発

リンドウ、宿根カスミソウの品種別に生育・開花
特性を把握し、開花予測技術を開発する。

リンドウ、宿根カスミソウの品種・系統別に、気
象条件と開花との関係を解明する。

18 22 C

県内の花き生産者の経営を安定させ
る観点から、生育・開花予測技術の開
発は必要であるが、研究手法を検討し
て実施すべきである。

予算要求：課題の絞り込みにより研究の集中化、
迅速化を図り、対象となる研究課題を強化するた
め、当初計画と同額予算を要求する。
手法：シュッコンカスミソウに絞り、外部評価アドバ
イザーのコメントも踏まえ、基礎研究と現地連携を
図り、モデルの作成や実証を行い、精度の高い開
花予測技術の開発に取り組む。

予算要求：当初計画どおり要求する。
手法：計画どおり実施するが、指摘のある桑葉等
の利用法については、現在高度化事業の共同研
究で実施中であり、この終了時に新たな視点から
取り組みたい。

予算要求：当初計画どおり要求する。
手法：計画どおり実施するが、指摘のある桑葉等
の利用法については、現在高度化事業の共同研
究で実施中であり、この終了時に新たな視点から
取り組みたい。

予算要求：調査の効率化を図るが、早期の研究成
果創出に向けて取り組むため、当初計画と同額予
算を要求する。
手法：データ収集の項目を見直して、効率的な試
験となるよう計画を変更する。

６１の課題と統合し「水稲のリアルタイム生育診
断、栽培管理支援システム」として集中化を図る。

予算要求：当初計画通り要求する。
手法：計画通り実施し、中山間地域へのリンドウ・
シュッコンカスミソウの生産拡大のための技術開
発に積極的に取り組み、早期の技術移転を図る。

独自の先行する研究として、重要であると考え
る。なお桑葉、桑の実等の新規利用技術の開発
も必要と思われる。

積極的に実施する必要があると考える。なお桑
葉、桑の実等の新規利用技術の開発も必要と
思われる。

市場性の高い花き生産地を育成するために必
要であり、基礎的研究も含めた総合性が期待さ
れる。

リアルタイムでの情報提供と技術的対応の要請
は、気象影響が大きいイネの安定生産に不可欠
であり、外部との連携による効率化、精密化が
必要と考えられる。

長期的な作柄解析は気象等の影響による生育
解析に必須の基準的データであり、データ取得
法の改善などにより効果的に実施することを期
待する。

具体的で妥当な研究設計であり、積極的に実施
すべきであると考える。
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61
農業生産力の
発揮と特色ある
農業の推進

地域の農林水
産業を支援す
る高度解析・予
測技術の開発

遠隔測定による農作物の生
育・栄養診断技術の開発

携帯用測定機等を用いて、水稲の生育情報を
収集・解析し栄養診断に基づいて管理を行う手
法を確立する。

携帯用測定機などによる生育（画像、分光放
射など）と水稲の生育・栄養状態や食味関連成
分との関連を明らかにする。

18 22 C
ニーズがある課題であるが、現地との
連携など実施内容を見直す必要があ
る。

62
農業生産力の
発揮と特色ある
農業の推進

経営管理技術
及び生産・流通
システムの高
度化

稲作を基幹とした土地利用型
農業における規模拡大方策と
生産体制の確立

経営規模拡大による低コスト水田作経営体展
開のための技術及び経営構造を明らかにする
と共に大規模水田作のモデル経営を構築し、
地域的対応方策と定着条件を解明する。

県が育成目標とする30ha規模の水田作経営体
の実態調査から、経営展開過程と生産力形成
要因等について解析し、その育成・定着のため
の経営的・技術的・組織的対応方策を検討す
る。

18 22 C
新たな水田農業を進める上で研究ニー
スがあり、研究計画を見直して実施す
べきである。

63
農業生産力の
発揮と特色ある
農業の推進

経営管理技術
及び生産・流通
システムの高
度化

農業法人の経営管理手法と地
域連携方策の構築

地域連携型の法人の成立条件と経営分析手
法を解明すると共に、地域連携と経営継承方
策を明らかにする。

農業法人の経営実態調査から、地域連携型法
人における経営管理の特殊性を明らかにして
診断方法を検討すると共に、地域連携の観点
から経営発展と経営継承について解析する。

18 22 Ｂ
担い手としての農業法人の育成とその
体質強化は緊急の課題であり、実施す
べきである。

64
農業生産力の
発揮と特色ある
農業の推進

経営管理技術
及び生産・流通
システムの高
度化

消費者ニーズに基づいた新規
園芸作物の生産・販売戦略の
構築

県オリジナル品種の市場拡大策を明らかにす
ると共に、特産的農産物に対する生産・流通
データベース構築と商品化及び市場開拓方法
を解明し、消費者ニーズを踏まえてそれら新規
園芸作物の望ましい生産･流通体制につい検
討する。

県オリジナル品種導入の経営的特徴と定着条
件を解明し、併せて特産的農産物の生産・流
通データベースを構築して市場創造と拡大方
策について明らかにすると共に、それら新規園
芸作物の生産・流通体制について検討する。

18 22 C

対象品目と研究領域が広く十分な成果
を得ることは困難と思われるので、対
象品目を祖ぼる方向で計画を見直しし
て実施すべきである。

予算要求等：一部計画内容を見直すが計画通り
予算要求し実施する。
手法等：県オリジナル品種のマーケティングは緊
急課題であるので、当面、県オリジナル品種に品
目を絞る方向で計画を見直し、マーケティング戦略
の一部であるブランド化のテーマも意識した課題と
して実施する。

予算要求：５９の課題と統合し「水稲のリアルタイ
ム生育診断、栽培管理支援システム」として実施
するため、その分を上乗せし、集中化を図る。
これにより、結果の早期創出、技術Ｉ移転に向け積
極的に取り組む。

予算要求等：喫緊性のある課題であることから、研
究期間を２年間に短縮して当初計画と同額予算を
要求し、早期の成果創出に向けて取り組む。
手法等：複合部門をいかに経営に組み込むかは
重要な課題なので、アドバイザーの意見を踏まえ
た上で研究内容を重点化して実施する。

予算要求等：計画通り予算要求し、所期の目的達
成に向けて取り組む。
手法等：集落営農研究については、これまで土地
利用や地域システムの面から取り組んできたが、
その成果を踏まえながら、残された問題である経
営体と地域的対応の視点を中心的課題に据え、こ
れまでの研究を発展させた内容で農業法人の
テーマに取り組む。

ブランドの確立という点での弱さがかねてより指
摘されており、品目を特定せず総合的に研究す
ることの意義は大きいと考えられる。むしろ、長
野、栃木、山形、岩手県等とのブランド戦略の比
較研究といった形で研究計画を見直すことも検
討いただきたい。

重要で喫緊性のある研究である。新しい基本計
画では品目横断的な政策が意識されているとこ
ろでもあり、他作目も含めた土地利用型経営の
あり方の解明・開発が期待される。複合部門の
研究をより意識した研究計画を望む。

重要かつ緊急の課題に対応した研究であるが、
これまでの集落営農の研究をどのように継承
嗣、発展させるかを意識していただきたい。

地域コメブランドの育成に当たって、情報の一元
管理による栽培管理が期待され、データの取得
と情報還元のシステム化が必要と考えられる。


